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解説 

ロープラクティス３６ 

①答案構成では、答案で用いるナンバリングを、構成段階で設定するようにしましょう。 

②設問を繰り返しているだけで意味のある問題提起になっていません。問題提起を示す場

合は、問題の所在まで示すようにしましょう。 

③ナンバリング２と３が、どのようなブロックか、小見出しを付けるなどして整理してみ

ましょう。ナンバリング２では、いわゆる要件事実という考え方（２年生で習うと思いま

す）を示しており、これ自体誤りではありませんが、答案の構造が難しくなることもあり

ますので、必須ではありません。 

④ここで、１９２条の話が出てきましたが、問題提起で示してもよい話です。 

⑤１９２条の問題提起の次の段落で、あてはめが展開されています。コンパクトに書く場

面であれば三段論法を崩すのはＯＫですが、本文では、１９２条の成否が問題でしょう

し、原則通り、規範→あてはめを、形式的にも分かるように示して書きましょう。 
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⑥ポイントを抑えたあてはめが出来ており良いです。 

⑦⑪問題提起をする意味が極めて低い箇所と思います。 

⑧趣旨から検討できており好印象です。 

⑨ア～エの構造が論理的ではないように思います。小見出しを付けるとどうなるか考えて

みましょう。 

⑩本問で配点が多くありそうな箇所に紙面を割けており良いです。 

⑫結論が続いているような構造になっていますので、ナンバリングを見直すと良いでしょ

う。 

 

ロープラクティス３７ 

⑬答案構成と答案の内容は一致させるようにしましょう。 

⑭⑮規範とあてはめは、分けて検討するようにしましょう。 

⑯検討が終わったような記述のあとに、さらに検討が続く構成は、構成が伝わりにくいの

で避けるべきでしょう。 

⑰結論を示したあとに、さらに記載する内容は、結論に影響しない内容であり、答案とし

ては不要なものと考えます。もし、答案に示したいのであれば、結論のまえに、組み込む

ように構成すべきでしょう。 


